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 要  旨 
レーダにおける高距離分解能化により，多周波ステップ CPC(Complementary Phase Code)方
式のように目標寸法よりも小さい距離分解能の距離プロファイルを得ることが可能となりつつあ
る．高距離分解能を得ることは，背景クラッタと目標の分離に有効であるため，目標検出性能の
向上を図ることができる．また，目標の部分毎の反射信号が得られることから，目標の認識識別
を行うことも考えられている．一方で，目標寸法以下の距離プロファイルを得ることは，目標か
らの反射信号を複数のレンジビンに分散してしまうため，1 レンジビンあたりの S/N が低くなり，
結果として，目標検出性能の低下を招いてしまう．その対応策として，距離プロファイルを距離
方向（レンジビン方向）に積分する概念があり，従来，振幅情報のみを用いてレンジビン間を積
分する事による目標検出性能改善方法が考えられてきた. 
 本研究では，距離プロファイルの距離方向（レンジビン方向）に対して最大比合成法(Maximum 
Ratio Combining)を適用することで振幅情報と位相情報を用いたレンジビン間積分を可能とす
る距離プロファイル最大比合成法による目標検出性能改善の検証・評価を行う．従来の振幅情報
のみを用いたノンコヒーレント積分よりもさらなる検出性能改善が期待される．高分解能距離プ
ロファイルを得る手法として，多周波ステップ CPC 方式を採用する．本方式は合成帯域法にお
いて問題であった目標のドップラに起因する距離バイアス誤差に対処した変調方式であり，狭受
信帯域でありながら高分解能距離プロファイルを得ることができる．多周波ステップ CPC 方式
ミリ波レーダにより，大型車両を目標とした距離プロファイルの実データを取得，同計測データ
の解析結果を踏まえ距離プロファイル最大比合成法を適用することによる目標検出性能改善の実
験的検証・評価を行った． 
実験および計測データへの擬似雑音付加による低 S/N 状況における目標検出確率の評価から，
距離プロファイル最大比合成法が従来法に対しさらなる目標検出性能改善を有することを確認し
た． 
 
